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曖昧さの海を脱して

附属図書館長 柴 田 正 良

正確に名づけよう それは
いっぽんの笞を走る
ひとすじの火だ
正確に名づけよう それは
ひとすじの火が打つ
いちまいの頬だ

（石原吉郎「定義」から）

○ 隠れ家としての図書館
新入生のみなさん，入学おめでとうございま
す。このたび新たに附属図書館長に就任するこ
とになり，改めて図書館のことを考えてみたの
ですが，ここしばらく自分がすっかり図書館か
ら遠ざかっているのに気がついて愕然としまし
た。ある意味で，私も正直に「新米です」と言
わなければなりません。ですから，新入生のみ
なさんにわが大学の図書館を詳しく紹介すると
いうよりも，みなさんが今経験しつつある時間
と絡めて図書館という存在を少し考えてみたい
と思います。
まず，個人的な経験をお話しするのを許して
下さい。私が図書館をもっとも身近に感じたの
は小学生のある時期，しかもそれは図書館とい
うよりこぢんまりとした図書室でした。なぜか
その頃，近所の遊び友だちから疎まれてしまっ
た私は，他に行き場もなく，放課後になるとそ
の図書室で本を開いて独りの時間をやり過ごし
ていました。そのときの図書室の湿った空気や
少しカビくさい本の匂い，ストーブの暖かさや
北側の窓から入る弱々しい光を，今もよく憶え
ています。それは，なによりも私にとって，心
の安らぎを与えてくれる隠れ家でした。私はそ
の中にぬくぬくとくるまれ，それでようやく自
分の存在は保たれていたような気がします。
そんな子供の時期がみなさんにあったにしろ
なかったにしろ，今やみなさんは，小学生時代
の経験を遠い出来事として思い出すほどに成長

したはずです。たぶん，みなさんは今，そのと
きの私のような孤独な存在ではないでしょう。
でも，図書館というものの根底には，それぞれ
の人にとっての隠れ家という意味があってしか
るべきではないでしょうか。その人にとっての
理屈ぬきの安らぎの場所。

○ 知的アリーナとしての図書館
○ 世界への通路としての図書館
さて，みなさんの多くはこれから，大学生活
を通して初めて，「受験生」や「学生」といっ
た共通性でくくられる集団的存在から，他者と
の差異性によって認識される個人的存在になら
なければなりません。それは，他者と区別をつ
けなくてよいがゆえに曖昧なままであった様々
な事柄の一つ一つにはっきりと白黒をつけ，あ
れとこれを選択と捨象の秤にかけ，＜私＞とい
う存在を自分に刻み込んでいくプロセスです。
他者と違うことは，時にはひどく苦しいことで
あり，また悲しいことでもあります。しかし，
あなたが正確にぴったりと＜あなた＞になるた
めには，あなたの考えが正確にあなたのもので
なければなりません。冒頭に引いた詩のイメー
ジを，私はそのようなものとして理解していま
す。それは，言いかえると，借り物でないあな
た自身の言葉を求めての，これから始まるみな
さんの厳しい知的闘いなのです。
そうした闘いにとって，図書館はなんと多く
の助けをみなさんに用意していることでしょう
か。どんなに奇妙に思える発想も，どんなに風
変わりな考えも，古今東西の多くの先人たちが
何かしらそれに関する手がかりを残しているも
のです。先人たちの知恵は，みなさんの生まれ
たての着想を鼓舞し，みなさんの不安を鎮めて
くれたりしますが，あるときはみなさんの誤り
を手厳しく指摘したりするでしょう。「お若い
の，こんな話を知ってるか？」と語りかける先
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人たちのたくさんの顔が見えるようです。
金沢大学附属図書館は蔵書数，およそ１７６万
冊，中央図書館の他に，医学系分館（含保健学
類図書室），それに平成１７年４月にサービスを
開始したばかりの自然科学系図書館を擁し，さ
らに中央図書館内に設置されている金沢大学資
料館と展示協力等，密接な連携を保っています。
しかし，図書館の機能はいまや，その図書館が
どれほど大きな規模であるかということのみに
よっては測れません。図書館はオンラインで他
の図書館と情報を交換しているばかりでなく，
その図書館にない書物や雑誌記事・論文などを
国内外の図書館から借り出したり，コピーを取
り寄せることもしてくれます。
ここで，みなさんにとっての図書館のもう一
つの存在意義を強く訴えておきたいと思います。
それは，図書館には文字以外の媒体，例えばビ
デオやDVDによる世界の情報が数多く収集さ
れていることです。私自身も，留学の準備のた
めに，語学の資料だけでなく，日本や外国の文
化習慣に関する視聴覚情報を利用させてもらっ
たことがあります。しかし，十分には利用しき
れず，留学先の大学では，日本文化のなんたる
かを具体的に説明できずに情けない思いをした
ものです。他者との違いを知ることこそすなわ
ち自分が何であるかを知ることだ，という真理
は，個人だけでなく国や民族のレベルでも同じ
です。このとき，自他において曖昧であること
は，互いに致命的な誤解さえ生じさせる危険が
あります。

○ 人類のアイデンティティとしての図書館
もしみなさんが知的なエイリアンで，初めて
地球に飛来し，その表面上を徘徊している「人
類」という生物が何者であり，どこから来て，
どこへ行こうとしているのかを知りたいと思っ
たら，どこをこっそりと観察するでしょうか？
オフィスでも，農園でもいいし，巨大遊園地で
も，飲み屋でもいい。サッカー場でも，国会議
事堂でもいいかもしれません。しかし，そのあ
げく，この人類という存在はどうにも不合理で，
わけの分からぬ矛盾だらけの生き物だという結
論が出たら，きっとみなさんのうちの一人は，

こう言ってくれるでしょう。「＜図書館＞とい
うのを調べてみたらどうか。そこは何か人類に
とって特別に重要な場所であるようだ。」そし
て，そこでみなさんは必ずや，未来にかけてま
だ見込みのある存在としての人類を発見するこ
とでしょう。
１４０億年前のビッグバンから始まる宇宙の歴
史では，恐らく，人類の営みは暗黒の中で一瞬
のあいだ光を放ち，すぐに暗闇へと没してしま
うはかない存在にすぎません。みなさんは，わ
れわれがいずれは滅びて無に帰してしまうこと
に絶望するでしょうか。すべては何の意味もな
い空虚な祈りなのだ，と。しかし，永遠である
ことが価値なのではありますまい。人類は，高
い倫理性によって，また自由と真理と表現にお
けるその類い希なる到達によって，この宇宙の
奥深くに記憶されるに違いありません。そして，
その確かな証こそ，われわれ人類の図書館だと
言うべきです。
シベリア抑留の経験をもつ冒頭の詩人は，ま
たこうも謳っています。なによりも，その高み
へと歩き始めたみなさんに向けて。（同，「伝説」
から）

きみは花のような霧が
容赦なくかさなりおちて
ついに一枚の重量となるところから
あるき出すことができる

柴田 正良

SHIBATA Masayoshi
２００８年４月１日から
附属図書館長。
人間社会学域人文学
類教授，同学類長。
専門分野は現代哲学。

図書館注）
引用された詩の全文は，「石原吉郎詩集」思潮社１９６９
（現代詩文庫 ２６） 図書庫 ９１１．５６／G３２５／２６
でごらんください。
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中央図書館

第四高等学校の校章をあしらった天井

中央図書館は角間北キャンパスにあり，主と
して共通教育，人間社会学域系の専門図書を収
集・保存しています。また，１９８５年からは EU
（欧州連合）情報センターとして，EUの公式
資料や広報資料を配置しています。

■衛星放送コーナー（２階 玄関ホール）
NHK-BS, CNNニュース，海外衛星放送，放
送大学講義等の衛星テレビ放送をはじめ，FM
放送や CS-PCM放送（ミュージックバード）
のデジタル音楽番組を常時受信しています。

■検索コーナー（２階 閲覧ホール）
インターネット，大学の蔵書目録，CD-ROM
データベース，新聞記事等の検索用 PCを配置
しています。インターネット・コーナーの PC
ではMicrosoft Office が利用できます。

■マルチメディア・コーナー（２階）
CD, DVD, LD，ビデオ等の資料と視聴ブース
があります。本コーナーは第５代学長，金子曽
政先生が視聴覚資料を寄贈されたのを機に設置
されました。CDは館外での利用ができます。

■情報コンセント（２階及び３階）
無線 LANや有線 LANが専用ブースで利用
できるようになっています。インターネットを
使うにはネットワーク IDとパスワードが必要
です。

■書庫（１階及び地階）
前身校の蔵書，専門書，雑誌，個人文庫を収
蔵しています。地階保存書庫には電動式集密書
架が設置されています。カウンターで入庫票を
受け取りご利用ください。

図書館紹介
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■演習室（３階）
ゼミなどのグループ学習に利用できます。演
習室は予約制になっており，自身の操作で図書
館ホームページから３ヶ月先までの予約が可能
です。（３室）

■AV室（３階）
６６名を収容する小ホールです。ビデオプロジ
ェクターほか視聴覚機器一式が揃っており，多
人数での授業や講演会などで活用されています。
この部屋も演習室同様予約制です。

こんな資料もあります

■留学生用図書（２階）
日本文化や日本事情を紹介した図書，日本語
の学習ための図書を中心に３，０００冊以上配置し
ています。留学生に限らず一般学生も利用する
ことができます。

■就職支援図書（２階）
職業ガイドをはじめ，就職のための一般教養
や専門試験，面接対策などの図書を配置してい
ます。例年，就職活動時期になるとたくさんの
利用があります。

■EU資料（３階）
欧州連合の官報・委員会ドキュメント・調査
報告書・統計などの EU公式刊行物を配置して
います。

就職支援図書展（２００８．１）
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閲覧室書架

医学系分館

宝町キャンパスにある医学系分館は，医学系
資料を集中的に収集・提供する図書館です。
１階にある開架図書コーナーには，各講座か

らの推薦図書など，専門医学書が並べられてい
ます。置いていない本も購入リクエストを受付
けていますので，依頼してみてください。
２階の雑誌コーナーには，新着学術雑誌が並
び，最新の医学情報に触れることができます。
一年以上前の雑誌は４層に分かれた書庫に保存
されています。
また，学術雑誌に掲載された論文を探す検索
データベースの提供や，必要な文献を他大学等
から取り寄せるサービスも行っています。
２階には，AV資料視聴用ブースやインター
ネット用コンピュータ・プリンタの設置など，
設備面でも皆様の学習環境をサポートしていま
す。情報を探すときのお手伝いもいたしますの
で，気軽にお声をかけてください。
どんどん利用して学生生活を充実させてくだ
さい。ご来館お待ちしています。

保健学類図書室

宝町キャンパスにある保健学類図書室は，保
健学類の各専攻に関する資料を中心に所蔵して
いる小規模な図書室です。看護・リハビリ・放
射線科学・臨床検査など，平成１８年度末現在，
蔵書数約３．７万冊，雑誌９００タイトルを所蔵して
います。
どんな資料があるかは，金沢大学蔵書検索シ
ステムOPACを使って，パソコンで検索する

ことができます。また，学術雑誌に掲載されて
いる医療関係の専門の論文情報を，医中誌Web
や PubMed･CINAHLなどのデータベースで検
索することも可能です。
資料は図書・雑誌別，和洋別に並んでいます
ので，図書室内案内表示をみて探してみてくだ
さい。探している図書がみつからない，図書の
探し方がわからない場合などには，遠慮なくカ
ウンターの職員にお尋ねください。
全部で４８席ある閲覧席は，窓側に面していて
明るいです。その他，検索用のパソコンが３台，
予約制のグループ学習室，資料を複写できるコ
ピー機，ビデオ教材を視聴できるAVコーナー
などがあります。
場所は保健学類３号館１階です。保健学類の
学生さんだけでなく，他学類の人や一般の方も
よく利用に訪れています。保健医療関係の図書
を探している方や，読みたい図書が保健学類図
書室にあったら，ぜひ足を運んでみてください
ね！

２階閲覧室
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図書館近景

自然科学系図書館

角間南キャンパスにある自然科学系図書館は，
理学・薬学・工学を中心とする自然科学系分野
の専門資料を収集，保存しています。
食堂・購買部のある自然科学系図書館棟に入
り，エレベータ又は階段を利用して１階へ上が
って，建物奥へ進むと図書館の入口があります。
図書館入口には入館ゲートが設けられており，
学生証（学生以外の方は図書館利用券）を通し
てお入りいただくことになっています。学生証
を忘れずにお持ち下さい。
自然科学系図書館は，建物のG１階・１階・
２階を使っており，中央部分は吹抜けになって
います。
入口のある１階にカウンターがあります。新
着雑誌と最近１０年分のバックナンバー，その他
にも，新聞やビデオ・DVDが置かれています。
ビデオ・DVDは，ブースにて視聴することが
できます。また，カウンター付近では，新着図
書や就職支援関係の図書を展示しています。
２階には一般図書や辞書などの参考図書，JIS
（日本工業規格）があります。
各階に閲覧席があり，パソコンも設置されて
います。大きな窓から美しい景色を眺めて，ゆ
ったりお過ごし下さい。

自動化書庫って？

自然科学系図書館には，自動化書庫と呼ばれ
る新しいタイプの書庫があります。
この書庫には，利用が少なくなった古い図書，
出版後１０年を経過した雑誌が収められています。
書庫には入れませんので，OPACに表示される
取出しボタンを押すことで，目的の図書を取出
して下さい。

自動化書庫は，幅２５m，高
さ１２m，奥行１２m。下の写真
のような青色コンテナに複数
の図書が入り，積み上がって
います。
取出しボタンを押すと，目
的の図書が入ったコンテナが，
カウンター内の出納ステーシ
ョンまで運ばれてきます。

OPACでは，「自
然図自動化書庫」
と表示されます。
取出しボタンが表
示されるのは，館
内 のOPAC専 用
端末３台のみです。
係員が受渡しをします。初めての方はカウン
ターにお尋ね下さい。

個室を使ってみよう！

G１階には９つ
の小さな部屋があ
り ま す。Web か
ら予約することで，
個人・グループで
の利用（２時間単
位）ができます。
ご活用下さい。

皆様のご来館をお待ちしております。

自動化書庫内

出納ステーション

グループ学習室１

図書館吹抜け
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研究をささえる情報基盤①

SciFinder Scholar が研究活動にもたらす恩恵
大学院自然科学研究科 生命科学専攻 精密分子構築学研究室

博士後期課程３年 小阪 孝史

私が専門としている有機化学は積み重ねの学問であ

る。既知の実験事実や理論を土台として，その上に最

先端の研究が築かれ，それがまた新たな土台となって

いく。しかし有史以来，人類が積み重ねてきた研究成

果は膨大な量となっており，欲しい情報を多数の科学

雑誌の中から手作業で探し出すのは，ほぼ不可能であ

る。そこで文献検索の手段として長い間利用されてい

たのが，American Chemical Society が提供している

Chemical Abstracts（以下 CA）である。CAは，有機化

学や無機化学，生化学，高分子化学などの多分野にお

ける世界中の科学雑誌の妙録誌であり，化学物質や合

成法，特許などの情報が収録されている。しかし，年々

増えていくCAは膨大な量となり，手作業での情報検

索に多大なる手間と時間が要求される為，やがて速や

かに情報検索が行える SciFinder Scholar が検索ツール

の主流となった。SciFinder Scholar はオンライン検索

法であり，１９００年以降に発刊された９，５００誌以上の科

学雑誌に収録されている論文や特許情報など，科学全

般に渡る情報が電子データとして蓄積されている。操

作が簡単な上，検索時間が極めて短く，また検索条件

も細かく設定出来るなど利点が多い為，世界中の研究

機関や科学系企業が先を争って導入した。金沢大学で

も２年前に SciFinder Scholar を導入したが，その導入

時期は世界的に見ると研究機関としては極めて遅いと

言える。３年前，就職活動中の修士課程の学生が，企

業の面接官に『検索はCAを使っています』と述べた

ところ，大変驚かれたそうである。今や，SciFinder

Scholar なしでは世界中の研究機関とは全く太刀打ちで

きないほど，SciFinder Scholar が研究に与える恩恵は

大きい。例えば，有機化学分野の研究における SciFinder

Scholar の最大の利点は，化合物の構造を描いて検索で

きる点である。即ち，描いた化合物が既知化合物であ

れば，その合成法を即座に知ることができる。またそ

れが新規化合物であっても近似化合物が既知であれば，

参考とすべき合成法や反応条件を知ることができる為，

実現性の高い短期的・長期的な研究計画の立案が容易

になり，研究の効率が飛躍的に改善された。他にも

SciFinder Scholar を用いれば，研究テーマの背景や新

規性の検索や特定の研究者や反応の文献調査，購入可

能な試薬の検索などを行うことができる。以上の様に，

SciFinder Scholar は検索条件の細かな設定が可能なの

で，我々は知りたい情報を容易に検索できる様になり，

研究の質を更に高めることができた。研究活動は如何

に他研究グループに先んずるかという競争である。効

率的な情報検索を行うことができる SciFinder Scholar

は，今後「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」

を目指している金沢大学に大きく貢献し続けるであろ

う。

※SciFinder Scholar は同時アクセス数１の契約となっています。

効率的な運用のため，図書館HPから予約のうえご利用ください。
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研究をささえる情報基盤②

電子ジャーナル・Web of Science の活用で研究の効率化を
大学院自然科学研究科 生命薬学専攻 薬学系創剤科学研究室

博士前期課程２年 伊藤 克彰

科学の発展に伴う分野の細分化により，発刊される

科学雑誌の数は増加し続けています。これら科学雑誌

をどのように活用していくかが研究生活において重要

であると思われますが，膨大な科学雑誌の中から，自

分の課題にとって重要かつ有効な情報を遺漏無く調べ

上げることは，大変な労力と時間を要することでしょ

う。この観点から考えますと，本学に導入された電子

ジャーナルやWeb of Science は学術情報を効率的に検

索できるシステムとして画期的なものと言えます。

電子ジャーナルは，学内 LANにより，学内のどこ

からでも文献を検索でき，PDFファイルで取得できる

システムです。電子ジャーナルの利点は，キーワード

を入力しながら文献検索ができ，手に余るような数の

中から文献を絞り込むことができるという点です。さ

らに，印刷雑誌に比して，より最新の発表論文を閲覧

することができます。近年，金沢大学においては閲覧

できる電子ジャーナルタイトル数が大幅に拡張され，

以前までは図書館に複写を依頼していた文献も，即座

に PDFファイルで入手できるようになりました。私も

セミナーで論文紹介を行うとき，興味深い内容で，み

なさんが楽しめると思った論文のほとんど全てが電子

ジャーナルにより，即座に取得できるようになりまし

た。さらに，Nature や Science に代表される総合科学

雑誌に加えて，専門性が高く，特定の分野に特化した

雑誌の文献も電子ジャーナルによりすぐに取得できる

ようになり，論文執筆が非常にはかどるようになりま

した。

Web of Science において，私が最も活用している機

能を挙げますと，「Cited References」機能があります。

この機能は，目的文献が引用している文献を調べるこ

とができ，これを上手く使うと，論文が執筆された経

緯や背景を遡及的に掴むことができ，単に論文１本を

読んだだけではなく，研究分野における“歴史”をク

リアに理解できます。指導教官の辻 彰先生からは，

「研究分野の“歴史”を知ることは，現在の重要課題

を理解することに繋がり，それが新しい研究や発見の

母胎となる」ということを教えて頂きましたが，私自

身，この「Cited References」機能をさらに活用してい

きたいと思っています。

また，同一論文を引用した文献を検索できる「Related

Records」機能があり，この機能の活用により，他分野

の知識や技術を組み入れた研究が可能になると思いま

す。私は薬物の体内動態に関与する膜タンパク質・ト

ランスポーターの研究を行っていますが，薬物動態を

理解するためのトランスポーター研究であるはずが，

日頃読む文献はトランスポーターに関するものに偏り，

肝心の薬物動態に関する理解が疎かになりがちです。

そこで，「Related Records」機能を利用して，トラン

スポーター研究と関連する薬物動態研究の文献を読み，

トランスポーターと薬物動態学をつなげて理解するこ

とを実践しています。

ここまで紹介したように，電子ジャーナルの活用に

より，膨大な科学雑誌の中から自分の課題にとって重

要かつ有効な情報をいち早く手に入れることが可能に

なると思います。また，Web of Science を活用するこ

とで，時間軸に沿って研究を理解することができ，こ

れに加えて他分野の知識や技術を組み入れることが可

能になると思います。本ツールは，私のような研究を

始めたばかりの学生にとって有用であるのはもちろん

のこと，諸先輩方にとっても，研究を広げる，研究に

深みを持たせるための有用なツールであると思います。

今後，電子ジャーナルやWeb of Science といった，文

献取得および検索サービス（特にタイトル数の拡張）

がさらに充実することにより，学術情報の収集がスム

ーズになり，研究がより一層はかどるであろうと期待

しています。

※電子ジャーナル，Web of Science, SciFinder Scholar のご利用は附属図書館HPから
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本学教員著作等寄贈図書リスト 2007/12～2008/2

森田幸夫（非常勤講師）著
アメリカ日系二世の徴兵忌避：不条理な強
制収容に抗した群像

彩流社，２００７．７
（図開架２５３．０７：M８５４）

加藤和夫（教育学部教授）監修
石川県加賀市生活語彙辞典（大聖寺地区編）

野田浩，２００７．６
（図書庫８０１．８４３：N７６１）

野村眞理（経済学部教授）共編
思想史と社会史の弁証法：良知力追悼論集

御茶の水書房，２００７．１０
（図開架３０９．０２：K２２）

鏡味治也（文学部教授）共訳
プトゥ・スティアのバリ案内

木犀社，２００７．６
（図開架２９２．４６：S９６５）

宮下孝晴（教育学部教授）著
イタリアの手づくりお菓子

梧桐書院，２００６．１２
（図開架５９６．６：M６８５）

村上良夫（非常勤講師）著
聖書を読む：国際文化理解のために

玉川大学出版部，１９９７．１１
（図開架１９３：M９７２）

酒井忍（工学部助手）著
初めての第３種冷凍機械責任者試験受験テキ
スト

日本教育訓練センター，２００３．５
（自然図２F一般図書５３３．８：S１５８）

ありがとうございました
著作のご寄贈をお待ちしています。

としょかん日誌（２００７年１２月～２００８年２月）
１２月１７日
～２０日

平成１９年度図書館等職員著作権実務講習会に参加（国
立オリンピック記念青少年総合センター）／自然科学
系図書館係員

１月９日 館長懇談会
１月２０日
～２６日

DRFヨーロッパ調査に参加（UCL，ノッティンガム大，
リーズ大，SURF）／情報企画課副課長

１月３０日
～３１日

DRF国際会議２００８に出席（大阪大）／館長，情報部長，
情報企画係長，中央図書館係長，医学部分館係長，コ
ンテンツ第一係員，自然科学系図書館係員

２月７日 DRF地域ワークショップ金沢開催
２月１６日
～１９日

DRF地域ワークショップに参加（北海道大）／情報企
画課副課長

２月２０日
～２２日

EU i Training Session２００７‐２００８に参加（関西大）／相互
利用係長

２月２１日
～２２日

第４回レファレンス共同データベース事業参加館フォ
ーラムに参加（国立国会図書館関西館）／情報部長，
コンテンツ第一係員

第５９回 暁烏（あけがらす）記念式・講演会
２００８年４月２１日（月）１４：００～１６：００

金沢大学附属図書館３F AV室

講演会 １４：３０～

「アメリカ人の見た日本の宗教」－地の果てへの旅ー
金沢大学人間社会学域 国際学類准教授

D.K．アンドリューズ
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